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は じ め に
　1903年，清朝政府に，教育改革に積極的な官僚
の張之洞が入京し，学校教育を取り仕切ることと
なった．1904年 1 月，張之洞が中心になった制定
した「奏定学堂章程」が全国に発布された．1904
年は中国の癸卯年である為「癸卯学制」とよばれ
ている．「奏定学堂章程」によって近代中国の学校
教育制度は正式に成立し，また中国学校教育で歴
史的に初めての近代教育システムの成立であった．
さらに，「奏定学堂章程」は中国数千年の伝統的な
儒家の教育制度を打ち破り，「科挙」という官吏登
用試験制度廃棄の一因ともなった．大きな革命を
おこしたわけではないが，「奏定学堂章程」の内容
と一連の措置をとったということは中国教育史上
深遠意義を有するものである．
　美術教育においても，「奏定学堂章程」で中国の
教育史上初めて美術教育という概念が取り入れら
れた．「奏定学堂章程」では，小中学校，師範，工
科，農科等学校での図画手工美術教育の内容が明
確に規定されている．そして，1906年两江師範学
堂1）創立の基盤となった．
　また，阿部洋2）の研究によると，「奏定学堂章程」
は，制定の際に日本の教育制度を参照し，特に「奏
定学堂章程」は 1900 年の日本の教育制度を全面
的に模倣して作られたものだ3）という．このこと
について，阿部洋は，「隣国日本の教育近代化の先
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要 旨
　明治維新以後，西洋文化を積極的に取り入れた日本は経済・軍事・教育などにおいて急速に近代化を
進めた．同時期清朝末期の中国にあっては日本の「先進教育制度」を学ぶため，日本へ清國政府官員を
派遣した．それらを受けて，清王朝政府による「欽定学堂章程」が1902年に，続いて「奏定学堂章程」
が1904年全国に発布された．「奏定学堂章程」によって近代中国の学校教育制度は正式に成立したとされ
る．また中国学校美術教育においても，「奏定学堂章程」によって初めて美術教育という概念が取り入れ
された．また，「奏定学堂章程」は，1900 年の日本の教育制度を全面的に模倣して作られたものだと言
われている．本研究は，1900年前後清朝政府から日本へ派遣された政府官員による視察の内容を調べて
中国の近代美術教育の黎明期の様子を解明しようとするものである．
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行経験はつねに良き参考とされ，日本の教育が，
制度，目的，内容，方法など，全ての面において
模倣された．その意味で清朝末期はまさに「日本
モデル」の教育改革の時代であった」4）と論じてい
る．日本において，学校教育は「西洋諸国をモデ
ルとした近代的な教育制度の導入が本格的に開始
されたのは19世紀後半のことであった．当時の日
本教育は特有の社会文化的環境（初期条件）にも
恵まれて，短期間のうちに急速な発展を遂げるこ
とになった」5）教育である．一歩早く近代化が進ん
だ日本の教育制度は，当時の中国学生及び国家教
育に関する中国政府官僚への大きな刺激となり，
これによって日本に留学する風潮が，一層盛んに
なった．
　中日甲午戦争後，張之洞は多くの教育視察者を
日本に派遣することを通して，日本教育事情を理
解する主な情報源となった．本論文において，彼
が派遣した大勢の視察者の中で，「奏定学堂章程」
の制定に大きな影響を与えた姚錫光による日本へ
の教育視察，次いで羅振玉による日本への教育視
察の成果に焦点を当てて，検討してみたい．
　また，この時期の独特な背景の下で，近代中国
と日本における，比較教育史の視点から，「奏定学
堂章程」の「高等小学堂章程」と明治時代日本小
学校教育制度の内容両方の具体的細則を比較分析
してみたい．
Ⅰ 張之洞と「奏定学堂章程」
1 　張之洞
　張之洞（1837－1909，直隶南皮の出身）は清末に
おける各分野の改革に最も影響力を持った人物と
して，「勧学篇」を著し，「中体西用」（中国の自分
が主体であり，西方文明のはそれを補佐するため
に使う）という主張を持つ．張之洞の「勧学篇」
は中国近代教育史上最も影響力がある一冊とされ
ている．その理由に学術的価値はもちろん，教育
改革の発展と日本留学を励行した点が画期的であ
ったといえる．張之洞の「勧学篇」では日本教育
における中心的な思想を中国政府の立場で解釈し
たものが記されている．この中でも，「遊学」6）思
想というものがある．中国教育は社会の進歩とと
もに，西方の影響が表面から体制に現れるように
なった．張之洞は「勧学篇」の中で，日本に留学
する利点を強く主張している． 「出洋一年，勝于
読西書五年」（留学一年間は西洋書を五年間読むこ
とより良い），「人外国学堂一年，勝于中国学堂三
年」（外国の学堂で一年間学習することが中国の学
堂で三年間学習することより良い），「至遊学之国，
西洋不如東洋」（留学先の国について西洋は東洋に
及ばない）7）そして以下 5 条の理由を列挙して日本
に留学する便宜を説明している「路近省費可多造」
（東洋の方が近いので，費用が安くて長く留学する
ことができる），「去華近，易考察」（中国に近いの
で，考察するにも便利），「東文近于中文，易通暁」
（東洋の言葉も中国語に近いので，分かり易い），
「西書甚繁西学不切要者東人已刪節而酌改之」（西
洋書などは大変難しく煩瑣であるが，東洋人もア
ジア文化向けに翻訳して簡潔に修正したので良
い），「中東情勢風俗相近，易倣行」（中国と東洋は
風習など近いので，学ぶのは容易である）8）．つま
り，欧米各国と比較して，日本のほうは距離が近
く，交通の便が便利で，諸費用もおさえることが
できる．この現実的な条件が当時の清朝晩期政府
における中国で，日本留学を選択する上での重要
な原因となっている．その上，日本に留学した学
生の中には，公費生以外にも数多くの自費留学生
がいた．彼らにとって，張之洞が唱えた現実的な
利点は非常に魅力があり，近代中国の日本留学流
行はますますの人気を博した．
　その後，張之洞が中国の第一部学制「奏定学堂
章程」を制定したことからも，中国の伝統教育が
現代教育に移行する際，非常に大きな影響を与え
たと考えられる．
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2 　「欽定学堂章程」の廃止と「奏定学堂章程」
の公布
　1900年前後，中国は初期工業化を促進しており，
その時の実業運動にも大きな影響が生じた．京師
大学堂の管学大臣張百熙は当時の形勢を把握した
上で1902年「欽定学堂章程」を制定・公布した．
「欽定学堂章程」は中国で初めて美術を教育の中に
正式な授業内容として加えた学校制度である．こ
の章程は諸外国の教育制度を参照して作ったもの
である．その内容は初等教育機関としての蒙学堂
（四年）・小学堂（四年）・高等小学堂（四年）・中
等教育機関としての中学堂（四年）・高等教育機関
としての高等学堂または大学予備科・大学堂（各
三年）・大学院（無定期）の三段階で分けて構成さ
れた．この章程の中，「図画」は蒙学堂から大学堂
まで全ての段階で行われる授業内容であった．「欽
定学堂章程」の公布は学校制度の面から美術教育
を実施するための試案を提供した．しかし張百熙
の意欲的な教育改革に対しては，清國政府部門内
の保守派の反発が強く，また学校制度の不備もあ
り，「欽定学堂章程」は京師大学堂（後の北京大
学）の再開を除いて，ほとんど実現しなかった．
それでも，「欽定学堂章程」が中国の美術教育に大
きな貢献を果たしたことはおろそかにしてはなら
ない事実である．
　「欽定学堂章程」が公布してから一年半後の1904
年 1 月には，改めて張百熙および栄慶，張之洞の
三人の手による「奏定学堂章程」が頒布された．
　当時出された主要な法令，政策を大まかに整理
すれば，以下のとおりである．
　1902「欽定学堂章程」の公布
　1904「奏定学堂章程」の公布
　1905　科挙制度の廃止，学部の創設
　1906「教育宗旨」の公布，勧学所の設置
　1907　義務教育（強制教育）の施行
Ⅱ 日本教育視察派遣
1 　明治32年（1899）・明治33年（1900）来日考察
　筆者は東京都公文書館9）で明治32年の日本の外
務大臣銘により「清國派遣及学校参観之府照会」
（明治32年）と「清國人学校参観」（明治33年）の
資料を見つけることができた．
　まず，図 1 から図 4 （本論文の終わりに図をま
とめている）に示すのは明治32年（1899） 「清國派
遣及学校参観之府照会」の資料である．
　図 2 の「清國派遣及学校参観之府照会」より
「清国からの派遣団が湖広総督によって派遣された
…」ことがわかったが，「奏定学堂章程」の公布者
張之洞は1889年 8 月～ 1894年11月の間に清國の湖
広総督を務めていたことから，その明治32年清國
派遣及学校参観の件は「奏定学堂章程」を助力し
たことは推論できる．図 4 の資料より，「沈翊清」，
「丁鴻臣」という人物の名前が出され，「沈翊清」
は『東遊日記』という著作があり，その中で明治
32年の来日考察は軍事演習の考察のためであった
が，実際に軍事演習より学校教育の方はもっと重
視したとあったから，教育考察に多くの時間をか
けたことが推測される．「丁鴻臣」にも『四川派赴
東瀛遊歷閱操日記』，『遊歷日本視察兵制學制日
記』の著作があった．図 5 資料から見ると，当時
の清國派遣考察人は「東京府師範学校」（現在東京
学芸大学），「東京府女子師範学校」（現在東京学芸
大学）の尋常・高等小学校，「東京美術学校」（現
在東京芸術大学）などの学校を視察したことがわ
かった．
　また，東京都公文書館には，明治33年（1900） 
「清國人学校参観」の記録が残っている（図 6 ）．
　明治33年（1900） 「清國人学校参観」の資料の記
載内容が少ないのは残念であるが，「陶在寛」名と
いう名前が見出される．陶は古代中国の有名人「陶
淵明」10）の第45世代の孫，清末の有名な外交家，書
家であったが，筆者が調べた資料，文献の上では，
彼は清朝末期の教育改革や「奏定学堂章程」の公
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布について関わったかは確認できなかった，今後
の課題と考える．
　美術教育分野の留学生に関しては，「東京美術学
校」（現在東京芸術大学）に最初に留学した中国人
留学生は明治38年の「黄補周」であった．吉田千
鶴子の著作「近代東アジア美術留学生の研究―東
京美術学校留学生史料―」は，明治39年から昭和
12年までの当時の東京美術学校の中国人留学生の
数から明治36年～明治42年の東京美術学校参観中
国人の史料も詳しくまとめて記載している．残念
ながら本著作の中国人留学生の年代は明治末期の
ものであり，明治初期の記録を見つけることはで
きなかった．
2 　姚錫光による日本への教育視察
　張之洞の外国教育に対する理解や，学制に関す
る構想で，最も直接に影響を受けたと考えられる
のは，姚錫光が光緒二十四年（1898年）閏三月二
十日に提出した日本教育事情調査報告書「査看日
本各学校大概情形手摺」11）であった．
　姚錫光は日本の各級学校の状況について張之洞
へ報告した．日本の教育には（海軍学校を除き）
普通学校，陸軍学校，専門学校がある．姚は「普
通各学校」という名前について，制限なく誰でも
入れるということから「普通」という呼称を使っ
た．普通学校は他の学校の基礎である．日本の普
通学校の中で，姚は主に小中学校を視察した．具
体的な内容は以下の通りである．
　「当時，日本には二万数千の小学校が存在する．
官僚など上流階級から一般庶民の子どもまで，誰
でも入学することができる．授業の主な内容には，
論理・本國文字・地理・簡易な算術・本國の歴史，
更に植物と動物などがある．四年間勉強すると進
学試験があり，合格すると高等小学校に入学でき
る．また小学校の中には幼稚園があり，四歳の子
供が入園できる．保育士や先生などが面倒を見た
あとで小学校に入れる為，簡単な知識を授けるこ
とができる．その幼稚園の保育士や先生は女子師
範学校からの卒業生である．高等小学校も初等小
学校の近くにある．授業の内容は初等小学校より
難しく，漢字・西洋語・絵画・音楽・体操が含ま
れる．初等小学校と同様に四年間学んだのちに進
学試験があり，合格すると中学校に入学できる．
現在日本には二百数十の中学校があり，主な授業
の内容は，論理・本國文字・漢字・西洋字・本國
と外国の歴史・地理・数学・化学学・物理学（植
物と動物など）・人体の仕組み・絵画・体操・軍事
教練である．五年学んだのち卒業すると，相当な
知識を備えた人材となる．その後は陸軍各学校や
専門各学校への入学もできる．」12）
　その中で，姚は「図画」科目が日本では「絵画」
と呼ばれており，軍歌として士気を奮い立たせる
為に音楽を学ぶと捉えていた．
　日本の専門学校について，姚は高等学校，大学
校，大学院，工業学校，技術学校を視察した．そ
の中で，大学校では文科・法学・理科・工科・農
業・医学の六科に分かれている．工科には応用電
気学・応用化学・土木建築・橋建築・鉄道建築・
造船・器械学・採掘学・武器制作などがある．姚
は当時の中国状況において，工科の学習は一番重
要だと述べている13）．「図画」について，姚は日本
の工業学校の集中コースを参考にした上で，工業
技術員育成の重要性を強調した．そして，製図は
機械と密接な関係があるため，工業技術員育成の
重要な科目となった．
　芸術教育において，姚は音楽教育に注目してい
た．姚は高等師範音楽学校の視察について以下の
ように叙述した．
「音楽師範学校は男女ともに教師育成のために実
施されている．学生は高等小学校から入学し，
授業は正科と専修に分かれる．正科では論理・
歌唱・弦楽器・音楽・文学・英語・体操があり，
四年で卒業できる．専修は正科の内容，もしく
は音楽歴史と音楽原理のいずれかを選択し，三
年で卒業できる．卒業後は各学校の音楽教員と
なる．」14）
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姚は士気を奮い立たせる為には，音楽は欠かせな
い存在だと述べていた．
　姚は，日本の学校教育は西洋から導入したもの
であるが，日本の国情と合わせた上で修正し，調
整していたことを理解していた．日本の急速な発
達は教育の発展と深く関係があり，中国でも教育
に注目するべきだと述べている．
張之洞は姚錫光を日本へ派遣し，姚は日本の情報
を張に報告した．姚の考えは張に多大な影響を与
え，つまり「奏定学堂章程」の制定にも深く関わ
る要素である．これは「奏定学堂章程」の内容に
も十分表れている．
3 　羅振玉による日本への教育視察
　光绪27年（1901年） 5 月，張之洞は学制に対す
る大体の構想をまとめた．その際具体的な内容と
施行方法など，細部は日本教育を参考にしようと
考えていた．張は中国の実状を基に，日本の小中
大学の教育方法を導入することが人材不足の解消
対策だと考えた．しかし対策を立てるにあたり，
日本の教育制度と教育成文法への理解が非常に重
要であった．そこで，教育関係者の羅振玉15）に任
せることにした．
　羅は辛丑年（1901）11月 4 日から，日本で 2 ヶ
月の教育視察を行った．教育視察の間，羅は伊藤
修二16），嘉納治五郎17）など日本教育界の著名人，政
府官僚と面会し，日本の教育現場を訪れて教科書
を購入した．また，東京の師範学校，幼稚園，小
中大学，工業学校と女子学校を重点に見学した．
　羅は日本の教育内容と普及率に驚き，特に東京
高等師範学校（現在築波大学）を 2 回見学し，一
回目は付属小学校を訪れた．この体験は羅に深い
印象を与え，彼は日記でこう書いている：「日本の
義務教育は 4 年，高等小学校の学年は第一部と二
部で違い，第一部高等科は 2 年，第二部は 4 年．
…第一部の科目は修身（品格を磨くため努力す
る）・国語・算数・歴史・地理・理科・美術・音
楽・体操全部の 9 科目があり，高等部はさらに英
語も加えた．第二部は修身・国語・算数・体操・
美術・音楽・手工の 7 科目で，高等部には日本史・
地理・理科・英語・裁縫（男子学生除く）の 5 科
目を加えた．」18）
　羅は二回目見学時，先に付属単級小学校に行き，
次は付属中学校を見学．「その学校で生徒は定員
350人，10学年を編制され，終業年限は 5 年．学科
は倫理，国文，漢文，英語，歴史，地理，博物，
物理，化学，法制，経済，美術，音楽および体
操．」19）その後は高等師範本科に見学しに行った．
　東京府立師範学校（現東京学芸大学）の見学で
は，生徒全400人，本科（ 4 年制）予備科（ 2 年）
と講習科（ 2 年）に分かれ，予備科は本科進学の
ために設立されたこと．学科は修身，教育，国語，
漢文，歴史，地理，算数，理科，習字，美術，音
楽，体操と英語の13科目であったことなどを確認
した．
　師範学校と普通学校以外に，羅は東京高等工業
学校（現東京工業大学）も見学した．「この学校は
明治14年（1881年）文部省が創立し，23年（1890
年）東京工業学校と校名を変更し，34年（1901年）
現在の校名を使い始めた．中は二科に分かれ，う
ち一つは工業教員養成所である．校長の手島精一
工学博士が直々に本科の見学を案内してくれた．
学術は日紡績・日窑業・日化学・日機械・日電気・
日図案の六つから成る．卒業までの年数は三年で，
全ての学科には実習工場がある．本学校の付属職
人養成学校には金匠・木工・紡績・窯業・化学・
工業図案が含まれ，速成科とは同じ科目だった．
生徒は学校から一人あたり 6 元の補助金をもらえ
る．本科と速成科の卒業までの年数は三年と一年
に分かれている．また，付属工業補習学校は三十
二年（1899年）に設立され，金匠と木工の二つに
学科が分かれている．卒業年限は 2 年だが，学力
により増減する可能性がある．ここは日本全土に
おける工業発展の原点である．手島先生からは，
工業は国力に深く関わるものであり，富国にはま
ず工業を，と助言された．」20）
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　私立女子職業学校にも羅は案内され，「学科は裁
縫・刺繍・編み物・生け花・絵画・料理にわかれ
る．一つの学科を卒業するには 2 年かかり，さら
にもう一つ学ぶのには 3 年かかる．卒業作品は校
内に陳列され，どれも素晴らしい作品である」21）と
紹介した．
　上記から，羅が日本の学校について学習年数，
授業料，毎週の授業時間まで詳細に記録していた
ことが分かる．さらに羅は光绪28年（1902年） 3
月，在日中に記録した内容をまとめ，『扶桑日記』
として発表し，それは当時の中国において，最新
の日本教育に関する資料となった．
　羅の視察資料は，張之洞の日本教育の把握にと
ても重要な役割を果たした．嘉納治五郎，伊沢修
二，手島精一など，彼らの教育は一般教育から始
まり，師範教育を第一に整えることや，工業力と
国力の増大は比例する，といった主張はおそらく
羅から張に伝わったことだろう．それは張が1903
年に三江師範学堂設立の際，日本講師を招いたこ
とからも分かる．
4 　日本の学校教育に関する書籍の翻訳と導入
羅振玉は日本での現地視察以降，王国維と一緒に
1901年に創刊した雑誌「教育世界」22）で明治時代の
日本学制を数回にわたって紹介した．
　創刊初期の「教育世界」では，幼稚園から小中
学校，高等学校，大学，師範学校，実業学校など
日本の各段階・各分野の学校の法令と規則などが
翻訳して紹介された．羅振玉と張之洞の個人的な
関係からみると，「教育世界」はその後に張之洞が
「癸卯学制」を立案する際，重要な参考資料であっ
たと考えられる．発行時期が光緒27年 3 月である
ことからみても，張百熙が「壬寅学制」を光緒28
年 7 月に施行する際に「教育世界」を参照したと
考えられる．
　以下は翻訳された日本学制の中で，小学校に関
する部分である．
卷二小学校令（明治二十三年十月初六）
卷三小学校令
幼稚園図書館盲唖学校及び他類小学校また私立
小学校等に関する規則（明治二十四年十一月十
七日）
卷四小学校設備准则（明治三十二年七月）
小学校教員検定等に関する規則（明治二十四年
十月）
卷六小学校教則要綱（明治二十四年十一月）
卷十三关市町村立小学校授業料件（明治三十年
十一月）
卷十六私立小学校代用規則（明治二十四年三月）
卷三十九日本明治五年学制
卷四十日本明治五年学制
卷四十一日本明治五年学制
最初に翻訳された日本学制は明治23年の「小学校
令」であり，次が明治24年の「小学校教則要綱」で
ある．明治 5 年の学制は卷三十九と卷四十一の中
に記載されている．当時の日本で施行されていた
明治33年の「小学校令改正」と「小学校令実行規
則」について「教育世界」には記載されていない．
Ⅲ 日本モデル　
　―美術教育における「奏定学堂章程」と
　 明治30年代の比較研究―
　明治時代の教育革新と清國の「奏定学堂章程」
二つとも基礎教育としての「小中学校」の教育を
重視している．筆者は小学校における日清の美術
教育に関するカリキュラムを比較してみたい．
1 　明治日本の美術教育
　日本では，学校教育における造形教育は，学制
の公布された明治 5 年（1872年）から始まるが，
幕末から明治維新にかけての頃にもすでにその芽
生えが見える．学制の公布は日本の近代教育制度
が確立されたことを示す．その時，江戸時代の寺
子屋という形で庶民のための初等教育機関で平民
の教育が広くなされていた日本では，鎖国をして
いたのにもかかわらず，速やかに西洋の教育制度
をそのまま受け入れることができた．その時初め
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て造形教育に関する教科が定められた．これは，
尋常小学校のうちの上等小学校（今の小 5 －中 2 ）
で「幾何学罫画大意」が必修科目，そして下等中
学（今の中 3 －高 2 ）で「画学」が必修科目とし
て，学校教育での造形教育が始まった．これらの
内容は，教科書に載っている図や絵などを正確に
写す画（模写）が中心で，実用性が強いことが特
徴であった．しかしながら，「学制」に基づく「小
学校則」は欧米近代の初等カリキュラムをそのま
ま移植したもので，寺子屋と大差のない当時の小
学校では徹底的に実施できることではなかった．
　明治33年（1900年）の小学校令改正による尋常
小学校義務教育 4 年無償制度の成立，新たに制定
された小学校令施行規則などにより，教育の中央
集権化が始まった．そして明治40年（1907年）の
小学校令，並びに小学校令施行規則の大幅な改正
により，尋常小学校義務教育年限は 4 年から 6 年
に，高等小学校は 2 ・ 3 ・ 4 年から 2 年もしくは
3 年となった．また，尋常小学校で初めての「図
画」の必修化（ 3 年以上）に伴い，尋常小学校に
おいても「図画」を行う学校が激増した．
　その中，明治24年（1891）「小学校教則大綱」が
出され，図画に関するカリキュラムの内容を次の
ように定めている．
　「図画ハ眼及手ヲ練習シテ通常ノ形体ヲ見取シ
正シク之ヲ画クノ能ヲ養ヒ兼ネテ意匠ヲ練リ形
体ノ美ヲ辨知セシムルヲ以テ要旨トス尋常小学
校ノ教科ニ図画ヲ加フルトキハ直線曲線及其単
形ヨリ始メ時々直線曲線ニ基キタル諸形ヲ工夫
シテ之ヲ画カシメ漸ク進ミテハ簡単ナル形体ヲ
画カシムヘシ　高等小学校ニ於テハ初メハ前項
ニ準シ漸ク進ミテハ諸般ノ形体ニ移リ実物若ク
ハ手本ニ就キテ画カシメ又時々自己ノ工夫ヲ以
テ図案セシメ兼ネテ簡易ナル用器画ヲ授クヘシ
図画ヲ授クルヒハ他ノ教科目ニ於テ授ケタル物
体及児ノ日常目撃セル物体中ニ就キテ之ヲ画カ
シメ兼ネテ清潔ヲ好ミ綿密ヲ尚フノ習慣ヲ養ハ
ンコトヲ要ス」23）
2 　「奏定高等小学堂章程」の美術教育
　清末で公布された「奏定学堂章程」の普通教育
の小学堂のカリキュラム内容において，「図画」，
「手工」は初めて「随意科目」で登場した．「図
画」・「手工」という名前は日本から模倣したもの
であり，以前にはなかった読み方であった．
　「奏定高等小学堂章程」の中の図画，手工科目 2
については，「高等小学堂の学習の年数は 4 年であ
る．初等小学堂と同じ，完全学科（必修科目）と
しては修身，読経講経（経書の学習），中国文字
（漢字など），算術，歴史，地理学，格致（自然科
学），体操合計で 8 科目であるが，図画と手工は各
学校の条件や状況によって行われる」．図画科目の
意義は喜びの気持ちを持つため，教師から方法を
教えた上で，実物の形を観察・模写し「実用的な
技能」を身につけることだ．手工科目の意義は「手
工科の目的は簡単な形のものを制作し，根気強さ
を育成することである．」24）つまり，簡単なものを
作れるとともに根気を育てると目的がある．また，
「各省初办时，如无能手工及通农业商业之教员，可
暂从缺，侯有师范完全科毕业生派充教员后，再行
加课」（各省は図画や農業に詳しい教員がいなけれ
ば空席にしても構わない，教員が導入され次第授
業を開始する）という文言があった．」25）以上より
章程の実現は相当厳しかったと考えられる．授業
のカリキュラムは表 1 の通りである．
表 1　高等小学堂課程の図画，手工科目
学年 図画（毎週の時間数） 手工（随意科日）
第一年 簡易形体（ 2 ） 簡易細工
第二年 各種の形体（ 2 ） 簡易細工
第三年 簡易の形体（ 2 ） 簡易細工
第四年 各種の形体簡易の幾何図形（ 2 ） 簡易細工
出所： 「奏定学堂章程」学科程度及編制章第二，四節よ
り作成
　高等小学堂の中で，音楽と書道は中国文学に合
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併して中国の伝統詩歌と楷書を学ぶ形になった．
そして，初等小学堂より図画は必修科目になった
が，手工はまだ選択科目である．これからみると
図画科目は高等小学堂の中で重視されていたと考
えられる．
3 　比較分析
　小学校の教育制度において，当時の日中両国は
同様に上下と分けて，教育の目的から教育カリキ
ュラムの内容までとても似っていることが分かっ
た．（図 7 と図 8 ）
　また，「図画」という単語は古代中国から使われ
ているが，古代の「図画」の意味について，『上思
股胧之美，乃图画（図画）其人于麒麟阁』26）『人好
观图画（図画）者，图上所画，古之列人也』『图画
（図画）安危，摇度得失』27）という古詩からきてい
る．詩歌の中の「図画」の意味は絵画，中国古代
絵画等の意味である．北宋王朝に設立された「翰
林画図局」の別名は「翰林図画院」であり，画家
や絵師を受け入れる政府機関であった．「翰林図画
院」の画家は全て宮廷に属し，上から「抵候，待
诏，艺学，学生」の官職名で地位がかわる．この
図画院とは，中国古代の宮廷で絵画の保存・鑑定・
整理および画家の育成を司った役所の意味である．
　近代中国において，清朝末期頃日本へ留学した
李叔同（1880－1942）は明治日本から影響を受け，
「図画」についてその定義と内容を区分した．定義
からみると，まず図と画があり，図については地
図，海図，測量図…更に，美術に関する建築図，
制作の設計図，紋様の図等がある．画については
「自在画」と「用器画」があるが，「自在画」を西
洋画と日本画にわけ，「用器画」を幾何図，投影
図，陰影図，透視図の 4 つに分けている．
　つまり，「奏定学堂章程」の中の「図画」という
単語自体でも当時の日本から学んだ言葉の意味と
して用いていることが分かった．
　非常に残念だが，当時の中国では日本の「東京
美術学校」（現在東京芸術大学）のような美術の専
門大学はなかったが，「奏定学堂章程」の公布者張
之洞は工芸と設計の重要性を呼びかけていた．彼
はいくつかの工芸学堂を初めて創立した．1897年
彼は南京で「江南儲才学堂」を創立した．それは
交渉・農政・工芸・商務という 4 つの部分をわけ，
その中の工芸は化学・蒸気タービン・鉱務・工事
というように分けている．やはり，専門の美術教
育より「江南儲才学堂」の中の工芸は実用性，工
業用・軍事用のため，設定されたことがわかって
いる．したがって，その時の工芸教育特徴からみ
ると，工業の中を染色や金工などの授業があり，
実用性が強い，工科・軍事にためのものであった．
図 7　1900年の日本学校系統
出所： 呉汝綸『東遊業録』，「文部所講」，1902年，100
頁より作成
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図 8　1904年奏定学堂章程学校系統図
出所： 王鳳喈『中国近代教育制度』商務印書館，1923
年，111頁により作成
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　また，1918年に設立した国立北京美術学校は中
国の専門の芸術教育であるが，1918年は日本の明
治時代とずれるから，今回は国立北京美術学校に
ついて具体的な分析はしない．
終 わ り に
　1901年，羅振玉は日本教育視察に訪れ，当時の
日本の高等師範付属小学校，付属単級小学校と女
性高等師範学校付属小学校等を見学した．その後，
羅は明治23年の「小学校令」，明治24年の「小学校
教則大要」更に明治33年の「小学校令改正」と「小
学校令実行規則」を張之洞に紹介した．そして，
この日本の小学校に関する学制は張之洞の「奏定
初等小学堂章程」と「奏定高等小学堂章程」制定
に「日本様式」を提供したと推測できる．
　「奏定学堂章程」は公布された後，中国が近学校
以下の表に示すとおり急速に普及することとなった．
表 2　 「奏定学堂章程」が公布された後の学
堂の設立状況（1904－1909）
年度 学校数
1904  4,220
1905  8,231
1906 19,830
1907 35,913
1908 43,088
1909 52,348
出所： 陳啓天，『近代中国教育史』台湾中
華書局，1979年，134頁により作成．
表 3　種類（1909）
種　類 学校数 学生数
初 等 学 校 51,678 1,532,746
中 等 学 校 460 40,468
実 業 学 校 254 16,649
師 範 学 校 415 28,572
大 学 ・ 高 専 111 20,672
合　計 52,918 1,639,107
出所： 陳啓天，『近代中国教育史』台湾中
華書局，1979年，138頁により作成．
　表 2 と表 3 から，「奏定学堂章程」施行は当時の
中国の学校教育の普及に確実に役立っていた．長
期戦争で荒れた教育が復活した．
　また，「奏定学堂章程」を編制する時，張之洞は
一般教育と師範教育に重点を置き，さらに学堂の
授業科目などはほぼ日本の学制と同様であった．
もちろん全く同じものを編制するのではなく，中
国の現状に合わせて合理的な授業内容を作成した．
例えば小中学堂では音楽の授業の代わりに詩歌を
設け，実業学堂の図稿絵画科が図案科に代わる内
容となっている．
　日本文部省が従来の学徒制度革新のために設立
したこの学校は，技術教育機構と名付けられた．
学生たちは学術を基に工業の起業家をめざすとと
もに，日本工業復興の使命も背負っていた．日本
の組織的な産業技術員の育成機構は羅の報告と相
まって，張を始めとする洋務派官僚たちに興味を
もたらした．それはのちに『奏定実業教員講習所
章程』として実現する．本章程では，工業教員講
習所の完全科は金工・木工・紡績・窯業・化学・
工業図の 6 科目にわかれ，他の科目の設置は東京
高等工業学校付属工業教員養成所の本科科目とほ
ぼ同じく定められている．
　当時の明治教育と「奏定学堂章程」との区別も
あるが，一つ目は女子教育に関するものである．
羅振玉は日本の女子教育についても視察していた
が，「奏定学堂章程」には編制されてなかった．こ
れは当時の清政府が，女子教育を重視していなか
ったためだと考えられる．光绪33年正月（1907年
3 月）に清政府は女子教育に関して『奏定女子師
範学堂章程』と『奏定女子小学校章程』を定めた．
章程の科目内容は日本の女子学校と類似している．
　筆者は明治初期の教育制度と「奏定学堂章程」
の同じところについて 4 つがあると考える．
1 　当時の国情に合わせて必要な産物であった．
2 　両方共基礎教育・義務教育（小中学校）を
重視した姿があった．
3 　師範教育の地位が高いものであった．
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4 　両方共の目的は実用性，軍事性であった．
　1911年清王朝の執政が倒され，清王朝が滅亡す
るとともに，「奏定学堂章程」は廃止されたにもか
かわらず，「奏定学堂章程」では，小中学校，師
範，工科，農科等学校での図画手工美術教育の内
容が明確に規定され，中国の教育史上初めて美術
教育という概念が取り入れられた．近代中国の美
術教育の普及・発展の礎となったといえる．最後
には戦争という形をとってしまったが，19世紀末
から20世紀初頭にかけて日中両国における教育文
化交流を促進したことも事実であろう．
　本研究は清國からの教育視察団の足跡の検証を
試みたもので，その証拠を得ることはできたが，
残念ながら美術教育の教科に関わる内容を知るま
でには至らなかった．以後の研究課題としたい．
　日中両国における教育文化交流の盛行は主に二
回であった．一回目は「奏定学堂章程」が公布さ
れた19世紀末から20世紀初頭に至る期間で，「日中
蜜月」と呼ばれている．そして二回目は20世紀末
であった．しかしながら，近年，日中両国の教育
文化交流は以前より厳しい状況にある．
　筆者は日本在住の中国人留学生として，「日中蜜
月」時期に公布され，日本の学制をモデルとした
「奏定学堂章程」について研究することは大いに意
義があると考えている．また，中国において20世
紀初頭は混乱を極めた時代で，「奏定学堂章程」の
中の美術教育など，細部にわたる資料は決して多
くは無い．日本においても明治33年（1900年）前
後の学校教育，更に美術教育の内容について勉強
不足は否めないが，本論文の執筆後も関心を持っ
て研究を続けようと思っている．中日双方の近代
教育制度の成立と相互関係の歴史についてしっか
りと学び，現代の中国の美術教育の発展に役立つ
ことを第一とし，今後の研究の土台となるような
調査に努めたい．
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図 1
出所：『明治32年清國派遣及学校参観の件照会』「東京公文書館」により（史料）
図 2
出所：『明治32年清國派遣及学校参観の件照会』「東京公文書館」により（史料）
158
図 3
出所：『明治32年清國派遣及学校参観の件照会』「東京公文書館」により（史料）
図 4
出所：『明治32年清國派遣及学校参観の件照会』「東京公文書館」により（史料）
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図 5
出所：『明治32年清國派遣及学校参観の件照会』「東京公文書館」により（史料）
図 6
出所： 『明治33年清國派遣及学校参観』「東京
公文書館」により（史料）
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1） 両江師範学堂は清朝政府の役員両江総督が1906年
に南京で成立された学堂である．両江師範学堂の開
校により，中国で初めての師範学校が成立した，ま
た両江師範学堂は中国史上初めて「図画手工」科目
と音楽を設立した，近代中国初めての芸術教育があ
る学校であった．
2） 阿部洋『中国の近代教育と明治日本』龍渓書舎，
2002年．
3） 阿部洋，前掲書，31－33頁．
4） 阿部洋，前掲書，14頁．
5） 『日本の教育経験　途上国の教育開発を考える』
JICA 国際協力総合研修所・JBIC 開発金融研究所の
調査研究情報，2003年11月．
6） 張之洞は“外不遊学”である中国の姿勢が，閉鎖
的で息づまる教育環境を作った元凶であると考えた．
そこで，外不遊学に相対する“遊学”が中国の起死
回生の特効薬だと思い至った．これがまずは中国の
伝統教育が現代教育へと変化する第一歩となる．
7） 『勧学説』張之洞，2002，FM 1 ，上海書店出版社　
22頁．
8） 『勧学説』張之洞，2002，FM 1 ，上海書店出版社　
23頁．
9） 東京都公文書館は，1968年（昭和43年）に開館し
た東京都が設置する公文書館である．公文書や庁内
刊行物などを系統的に収集・保存し，歴史的資料と
して重要な価値を有する公文書等を，都民共通の財
産として後世に伝えるため，これを保存し，利用に
供する．
10） 「陶淵明」（とうえんめい）は中国の魏晋南北朝時
代（六朝期），東晋末から南朝宋の文学者．自伝的作
品『五柳先生伝』から「五柳先生」とも呼ばれる．
11） 姚錫光の日本教育事情調査報告書「査看日本各学
校大概情形手摺」は，光緒二十五年に『東瀛学校挙
概』の「公牘一」に収められ，公刊された．
12） 朱子賺『中国近代学制史料』華東師範大学出版社，
1989年，第二冊．
 　その中，姚锡光『東派学校挙概』が収録されてい
る．原文：「寻常小学校，现日本通国小学校凡二万数
千区．无论官民子弟及六岁者，无不入焉。其功课为
伦理、本国文字、习字、地理略图、浅易算术、本国
历史及植物、动物诸名。凡在学四年，历考而能毕业
者，入高等小学校。小学校之中每附有幼稚园，童子
及四岁者入焉，董之以保母于教之嬉戏之中，寓蒙养
之意。其保母盖曾入女子师范学校者。高等小学校即
设于寻常小学校之中，其功课大抵如寻常小学校，然
自浅入深，由易及难，为稍进矣，其中亦增汉文、西
文、画图、音乐并体操、兵操诸课。凡在学四年，历
考而能毕业者，入寻常中学校．现日本通国寻常中学
校凡二百数十区。其功课为伦理、本国文、汉文、西
文、本国外国历史、本国外国舆地、数学、理化（如
化学地质学等学）、物理学（动植各物诸学）、人身全
体学、画图、体操、兵操诸课、特所学益深。凡在学
五年，实为学之小成．自兹以往，或进而入专门各学
校，或摧而入陆军各学校．」
13） 朱子賺『中国近代学制史料』華東師範大学出版社，
1989年，第二冊．
 　その中，姚锡光『東派学校挙概』が収録されてい
る．原文：「工业学校乃工科联枝也。盖考选中学校毕
业之人，入学三年，其学浅于大学校工科，傅得速成
以就工业之用．校中功课，凡分两大宗，日化学工艺
部，日机械工艺部。而化学工艺部中，分为三科，日
染织科、日窑业科、日应用化学科。机械工艺部中，
分为两科，日机械科，日电器工科。其大旨为民业工
艺而设，三年毕业后，出而充各厂二等技师。」
14） 朱子賺『中国近代学制史料』華東師範大学出版社，
1989年，第二冊．
 　その中，姚锡光『東派学校挙概』が収録されてい
る．原文：「音乐师范学校专储各学校男女音乐教习之
才。中有男女教习，分教男女学生．其学生自高等小
学校考选入学，分正科、专修科两科。正科功课为伦
理、歌唱、洋琴、音乐、论文学、英文及体操等技．
凡四年毕业．专修科功课，亦略如正科，特加乐史而
减音乐论．凡三年毕业，毕业以后充各学校男女音乐
教师。」
15） 「羅振玉」（らしんぎょく1866年－1940年）は清末
民初から満州国にかけて活躍した考古学者，教育者．
16） 伊沢修二（いさわしゅうじ，旧字体：伊澤，1851
年－1917年）は明治時代の日本の教育者，文部官僚．
近代日本の音楽教育，吃音矯正の第一人者である．
号は楽石．
17） 嘉納治五郎（かのうじごろう，1860年－1938年）
は，日本の柔道家，教育者である．
18） 璐鑫圭，唐良炎編，1991，「罗振玉：《扶桑两月
记》」，『中国近代教育史资料汇编・学制演变』，上海
教育出版社，125－126頁．
 原文：「日本义务教育定为四年，高等小学年数则不
一。此校第一部高等科为二年，第二部则为四年．
……第一部之教科目，在寻常科为修身、国语、算术、
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历史、地理、理科、图画、唱歌、体操九项，高等科
则增入英语为十项。第二部之教科目，在寻常科为修
身、国语、算术、体操、图画、唱歌、手工七项，高
等科则增入日本历史、地理、理科、英语、裁缝（男
儿则无此科）五项．」
19） 璐鑫圭，唐良炎編，1991，「罗振玉：《扶桑两月
记》」，『中国近代教育史资料汇编・学制演变』，上海
教育出版社，128頁．
 原文：「次至附属中学参观，“该校生徒，定员三百五
十人，编制十年级，修业年限为五年。其教科目为伦
理、国文、汉文、英语、历史、地理、博物、物理及
化学、法制及经济、图画、唱歌、体操”，之后再参观
高等师范本科。」
20） 璐鑫圭，唐良炎編，1991，「罗振玉：《扶桑两月
记》」，『中国近代教育史资料汇编・学制演变』，上海
教育出版社，129－130頁．
 原文：「此校明治十四（1881）年文部省所创，初为东
京职工学校，以后几经更改：二十三（1890）年改东
京工业学校，三十四（1901）年改今名．中分二部：
一本科，一工业教员养成所 ; 校长手岛工学博士（精
一）亲导观各处，先至本科。学术分六科：日染织，
日窑业，日应用化学，日机械，日电气，日图案．学
期分三年。每科皆有实修工场。本校内又附职工徒弟
学校，授金工、木工两科，生徒学期亦三年。继至工
业教员养成所。此校所以养成工、业学校、徒弟学校
及工业补习学校之校长及教员，教科分本科及速成科
二者。本科分金工、木工、染织、窑业、应用化学、
工业图案六科 ;速成科则分金工、木工、染织、窑业、
应用化学、工业图案六科。生徒每人补助学费六元。
本科学期凡三年，速成科则一年。本校有附属工业补
习学校，乃三十二（1899）年所创设，分金工、木工
二科，卒业年限二年，依学力得增减之．此校为工业
教员养成所练习实际授业之处，兼以谋工业之进步。
合观全校，规模闲大，全国工业，导源于此，其教习
皆工业家之著名者。手岛君为言：工业关系国力之增
长，贵国极宜振兴此事．若政府或疆臣愿创立学校时，
本校愿选最高等之教师送往贵国，意甚殷挚。是日，
文部省仿属官中村君为导，即校中卒业生也。」
21） 璐鑫圭，唐良炎編，1991，「罗振玉：《扶桑两月
记》」，『中国近代教育史资料汇编・学制演变』，上海
教育出版社，130頁．
 原文：「其学科分裁缝、刺绣、编物、造花、图画、割
烹六科，每习一科，二年而卒业，兼习二科，则三年
毕业。有成绩品陈列处，皆精妙绝伦。」
22） 『教育世界』は中国の最も古い教育雑誌である．初
版は1901年上海発行，罗振玉は主張者．
23） 『東京学芸大学昭和二十九年度特別研究報告』「明
治初期における初等中等教育研究の歴史的考察　―
明治以降初等中等教育研究史第一中間報告」より36
頁．
24） 原本：其要义在使能制作简易之物品，养成其用心
思耐劳烦之习。此可酌量地方情形加课。
25） （史料）『奏定高等小学堂章程』より图画手工科目．
 原文：「高等小学堂的学习年数以四年为限，教授科目
有：一、修身、二、读经讲经、三、中国文字，四、
算术。」
26） （後漢）班固撰：『漢書・苏建传附苏武』
27） （唐）李善注：『文选・非有先生论』
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